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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成29年3月16日(2017.3.16)

【公開番号】特開2015-197805(P2015-197805A)
【公開日】平成27年11月9日(2015.11.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-069
【出願番号】特願2014-75605(P2014-75605)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  15/173    (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/28     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  15/167    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   15/173    ６４０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   13/38     ３４０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   13/28     ３１０Ｅ
   Ｇ０６Ｆ   15/167    ６１０Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年2月10日(2017.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　ＣＰＵ７１０は、ＣＰＵバス７２０を介してメモリ７２６と接続している。ＣＰＵ７１
０はまた、ＧＰＵバス７１８を介してＧＰＵ７２４とも接続している。ＣＰＵ７１０は、
これらのバスとはブリッジ７１２を介して接続する。また、メモリ７２６はＧＰＵバス７
１８とＣＰＵバス７２０とに接続する。このため、メモリ７２６におけるＣＰＵ７１０ま
たはＧＰＵ７２４との間でのデータのやりとりは、メモリ制御部７１４を介して実行する
。ＣＰＵ７１０とＧＰＵ７２４とはメモリ７２６を共有し、メモリ７２６を介してデータ
を共有する。ＧＰＵバス７１８とＣＰＵバス７２０とはともに、データ交換に用いられる
データバスとして機能する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　図４は、異なるプロセッシングシステム７００間のデータ転送を説明するための図であ
る。図４に示す例では、２つの異なるプロセッシングシステム７００ａおよび７００ｂが
、入出力ブリッジ７２２ａおよび７２２ｂを介して接続している。より具体的に、プロセ
ッシングシステム７００ａが備える入出力ブリッジ７２２ａは、他のプロセッシングシス
テム７００との間でデータを送受信するための複数の入出力ポート７３０ａ、７３１ａ、
７３２ａ、および７３３ａを備える。同様にプロセッシングシステム７００ｂが備える入
出力ブリッジ７２２ｂも、複数の入出力ポート７３０ｂ、７３１ｂ、７３２ｂ、および７
３３ｂを備える。プロセッシングシステム７００ａおよび７００ｂは、入出力ポート７３
０ａおよび入出力ポート７３０ｂを介して接続している。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図４において、プロセッシングシステム７００ａはプロセッシングシステム７００ｂの
他、入出力ポート７３２ａを介してプロセッシングシステム７００ｃと接続し、入出力ポ
ート７３３ａを介してプロセッシングシステム７００ｄとも接続している。また、プロセ
ッシングシステム７００ｂは、プロセッシングシステム７００ａの他、入出力ポート７３
１ｂ、７３２ｂ、および７３３ｂを介して、それぞれプロセッシングシステム７００ｃ、
７００ｄ、および７００ｅとも接続している。このように、入出力ポートを介して異なる
プロセッシングシステム７００間を接続するバスが、それらのプロセッシングシステム７
００間でデータを送受信するための外部バスとして機能する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　実施の形態に係るプロセッシングシステム７００において、ＧＰＵ７２４は、ＣＰＵ７
１０の制御によらず、ＤＭＡコントローラ７１６に対してメモリ７２６が格納するデータ
のデータ転送命令を発行することができる。例えばＧＰＵ７２４ａが、ＤＭＡコントロー
ラ７１６ａに対してメモリ７２６ａが格納するデータを、プロセッシングシステム７００
ｂに転送することを指示するデータ転送命令を発行したとする。データ転送命令を発行す
る契機としては、ＧＰＵ７２４ａが自発的にデータ転送命令を発行する場合もある。ある
いは、プロセッシングシステム７００ｂがブロードキャストしたデータ読み出し命令に応
答して、データ転送命令を発行する場合もある。いずれにしても、ＤＭＡコントローラ７
１６ａは、データ転送命令を受信すると、入出力ブリッジ７２２ａに、プロセッシングシ
ステム７００ｂへメモリ７２６ａが格納するデータを転送させる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　４つのブレード６００ａ、６００ｂ、６００ｃ、および６００ｄはそれぞれ、各ブレー
ドにおけるいずれかのプロセッシングシステム７００が備える入出力ブリッジ７２２を介
して、１対１で通信可能に接続される。例えば、ブレード６００ａとブレード６００ｄと
は、ブレード６００ａ内のプロセッシングシステム７００ｄの入出力ブリッジ７２２と、
ブレード６００ｄ内のプロセッシングシステム７００ｍの入出力ブリッジ７２２とを介し
て、互いにポイント・ツー・ポイントで接続する。プロセッシングシステム７００ｄは、
ブレード６００ａ内においてプロセッシングシステム７００ａ、７００ｂ、および７００
ｃとも接続するが、入出力ブリッジ７２２は４つの入出力ポート７３０、７３１、７３２
、および７３３備えるため、４つの異なるプロセッシングシステム７００と同時に接続す
ることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００４６】
　記号Ｂで示すメモリ領域（以下、「領域Ｂ」という。）は、領域Ａのデータを使って、
ＧＰＵ７２４が演算処理した結果を格納するメモリ領域を示す。記号Ｃで示す領域（以下
、「領域Ｃ」という。）は、領域Ａのデータと領域Ｂのデータとの両方を用いて、ＧＰＵ
７２４が演算処理した結果を格納するメモリ領域を示す。記号Ｄで示す領域（以下、「領
域Ｄ」という。）は、領域Ｃのデータが完全に揃った後に、そのデータを使ってＣＰＵ７
１０が演算処理した結果を格納するメモリ領域である。記号ＦＢで示す領域（以下、「領
域ＦＢ」という。）は、領域Ａのデータ、領域Ｃのデータ、および領域Ｄのデータを使っ
て描画した結果を格納するフレームバッファ（Frame Buffer）を示す。
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